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一
入
世
紀
の
ロ

諸
運
動
の
性
格
に
闘
す
る
問
題
に
よ
ぜ
て
」

ヴ
ェ
・
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レ

ア
に
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げ
る
農
民

出

国

同

o
m
o
h⑦
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国
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KM
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同
開
司
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国
凸
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間
同
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国

H
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H
4
国
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国
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A

回
。
回
目
M
Cの
回
以
]
【
間
口
寸

C
司
国
国
V

H
由
民
間
。
司

イ
・
グ
ェ
・
ス
タ
1
リ
Y
が
一
九
五
一
一
年
に
箆
表
し
た
『
ソ
同
盟
に
お

け
品
世
脅
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
が
、
そ
の
後
の
計
合
科
串
の
諸
制
究

に
極
め
て
大
き
な
買
献
を
も
た
ら
し
、
「
マ
ル
グ
ス

1
レ
l

一
一
ン
主
義
科

開
聞
の
設
民
に
新
段
階
を
印
し
た
L

(

『
恒
久
平
和
と
人
民
民
、
主
主
義
の
た
め

に
』
論
詰
)
こ
と
は
、
倒
え
ば
、
ソ
同
盟
の
塵
界
に
お
け
為
最
近
の
強
多

の
新
し
い
成
果
が
一
試
し
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
レ
ゼ
ュ
ヂ
品
フ
町
論

文
は
、
そ
の
内
容
が
か
な
り
医
航
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
我
々
が
そ
れ
を

寸
っ
き
り
と
理
解
す
る
に
は
簡
潔
祖

F
る
と
い
う
う
ら
み
も
あ
る
が
、
そ

『
一
七
1
一
入
世
結
の
ロ
シ
ア
に
布
け
る
良
民

諸
運
動
の
性
格
に
闘
す
る
問
題
に
よ
せ
て
』

市品

正

買

冨

れ
に
も
拘
ら
ず
、
農
民
戦
争
に
闘
す
る
ソ
同
盟
の
歴
豆
島
界
の
動
向
を
知

る
上
に
は
極
め
て
重
要
な
参
考
と
な
る
こ
正
は
疑
い
な
い
で
あ
ら
号
。
ス

タ
l

M

Y
の
勢
作
の
烹
義
に
つ
い
て
択
の
如
〈
述
ベ
つ
つ
、

ν
ぜ
r

ヂ
ェ

フ
は
農
民
職
事
に
闘
す
る
従
来
の
諾
研
究
の
侠
陪
そ
指
摘
す
る
。

-

l

「
『
マ
ル
グ
ス
主
義
と
言
語
恩
の
諸
向
題
』
な
ら
び
に
『
ソ
同
盟
に
お
け

品
祉
曾
主
義
の
鰹
済
的
諸
問
題
』

E
題
す
Z
諸
勢
作
の
申
で
、
イ
・
グ

4

・
ス
タ
1
リ
シ
に
よ
っ
て
具
陸
化
さ
れ
、
間
出
展
せ
し
め
ら
れ
た
と
こ
ろ

そ
封
建
制
の
も
と
に
お
け
る
経
済
外
強
制
に
闘
す
る
問
題
・
封
建
制
む

第
士
十
五
告

七

節
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『
一
七
l
一
八
世
犯
の
ロ
シ
ア
陀
和
け
る
農
民

諮
担
動
の
位
怖
に
闘
す
る
問
題
に
工
せ
て
』

時
代
に
お
け
あ
商
品
生
産
の
佼
割
と
地
位
に
闘
す
る
問
題
・
生
壁
諸
関
係

は
生
産
諸
力
の
性
格
に
必
ず
照
臨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ろ
法
則
に

闘
す
る
問
題
・
に
つ
い
て
の
マ
ル
グ
ス
l
レ
1

ニ
ン
主
義
的
諸
命
題
は
、

農
民
諮
戦
守
の
研
究
に
と
っ
亡
巨
大
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

「
農
民
諸
叫
同
居
干
の
考
察
に
際
し
て
、
今
ま
で
に
は
次
の
如
き
重
大
の
誤

謬
が
存
在
し
て
い
る
。

一
、
封
建
社
舎
に
お
け
る
陪
絞
岡
挙
が
、
生
産
諮
力
の
麗
麗
と
、
生
産

諸
力
に
照
臆
す
る
こ
の
世
曾
の
生
産
諸
闘
係
の
性
格
に
殆
ん
ど
遁
闘
な
し

に
か
、
も
し
く
は
、
そ
れ
ら
と
切
り
離
さ
れ
て
さ
え
考
察
き
れ
て
い
る
。

7
プ
ソ
リ
ユ
f
L
r

こ
の
深
い
方
法
論
的
誤
謬
は
、
栢
叫
問
者
に
、
即
ち
、
生
董
諸
力
と
生
霊
諸

関
係
の
設
展
の
決
定
的
な
力
に
、
階
級
闘
宰
が
陸
せ
ら
れ
る
、
と
い
ろ
こ

と
に
導
い
て
い
る
。

二
、
封
建
的
土
台
に
奉
仕
す
る
上
部
撰
遣
で
あ
る
封
建
図
家
が
、
土
台

と
切
り
附
さ
れ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
経
済
外
強
制
の
弧
化

が
反
封
建
的
農
民
諸
戦
崩
干
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
、
と
誤
っ
て
考
え
る
e

と
こ
ろ
が
宜
際
に
は
、
経
済
外
強
制
の
強
化
は
、
封
建
制
の
も
と
に
お
け

る
人
民
諸
蜂
起
の
・
あ
れ
一
干
こ
れ
や
の
時
代
に
お
け
る
・
閑
醸
の
設
生
原

因
で
あ
る
に
地
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
主
要
な
原
因
の
役
割
を
果
し
て
い

る
白
は
、
生
産
諮
力
と
、
生
産
諮
力
に
照
躍
す
る
生
産
諸
関
係
の
よ
り
一

層
む
鎚
化
の
結
果
〉
し
し
て
町
、
一
八
世
紅
後
半
期
に
お
け
る
封
建
『
農
奴

制
的
陸
制
の
危
機
の
控
匿
と
深
化
な
の
で
あ
る
。

=一、

ιの
問
闘
に
闘
し
て
の
筆
者
自
身
の
一
連
の
論
文
を
も
含
む
多
く

第
七
十
五
巷

i¥ 

第

量虎

の
境
作
の
中
で
は
、
ロ
ジ
ア
に
お
け
る
一
七
l
一
八
世
紀
の
あ
れ
や
こ
し
れ

や
の
諸
蜂
起
の
諮
問
提
が
、

F
L
D
時
代
心
生
産
諮
力
と
生
産
諸
関
係
の
瑳

展
に
連
関
さ
れ
ず
に
、
そ

L
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
諸
蜂
起
に
先
行
す
る

諸
時
代
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
封
建
制
の
、
具
脱
的

1
隠
史
的
な
諸
特
賀
町

考
慮
な
し
に
、
一
般
的
な
文
句
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
」

T
し
て
、
彼
は
択
の
如
〈
結
論
づ
け
る
。
{
|

「
こ
れ
ら
の
抽
出
謬
白
根
源
は
、
経
棉
伺
外
強
制
の
役
割
・
反
封
建
酌
農
民

諸
戦
苦
運
命
に
お
け
る
上
部
霊
訪
諸
要
因
・
の
遁
大
許
債
の
中
に
、

そ
し
て
、
土
台
的
制
度
の
誇
現
象
の
掴
小
許
債
の
中
に
存
す
る
の
で
あ

る。」周
知
の
如
く
、
封
冠
制
の
も
と
で
は
、
生
産
諸
闘
係
の
基
礎
は
、
生
産

手
段
に
劃
す
る
領
主
の
所
有
と
、
生
産
従
事
者
1
農
奴
に
劃
す
る
領
主
白

不
完
全
な
所
有
で
あ
る
が
、
領
主
階
級
が
基
本
的
な
支
配
階
級
で
あ
っ
た

の
は
、
彼
等
が
土
地
の
如
き
生
産
手
段
の
所
有
者
で
あ
る
と
い
う
こ
主
に

基
因
す
る
。
生
産
開
系
に
お
け
る
領
主
の
経
済
的
に
支
配
的
な
地
位
の
力

に
よ
っ
て
、
伎
は
生
産
従
事
者
l
農
奴
に
針
す
五
一
小
罪
全
な
所
有
を
寅
現

L
た
の
で
あ
る
。
封
建
的
生
産
様
式
は
、
そ
の
最
初
の
段
階
で
は
自
然
経

済
む
卜
に
安
住
し
て
い
る
。
だ
が
商
品
生
産
の
比
重
の
増
大
と
と
色
に
、

領
主
鰐
掛
の
市
場
へ
の
従
尉
は
、
地
主
た
ち
を
L
て
現
物
地
代
よ
り
貨
幣

地
代
へ
移
行
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
(
こ
の
地
代
形
態
推
斡
の

損
粧
の
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
柄
詰
酌
特
質
に
つ
い
て
は
、
飯
田
貫
-
氏

『
ロ
シ
ヤ
経
済
史
』
四
五
l
E
=
一
頁
を
参
照
さ
れ
た

L
。
ー
ー
紹
介
者
)



こ
の
遁
涯
は
封
建
組
済
の
解
肢
を
助
成
し
た
。
自
然
経
済
の
完
全
な
支
配

の
も
と
で
は
、
領
主
た
も
に
よ
る
農
民
搾
取
の
可
能
性
は
一
定
の
程
度
に

宮
で
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
そ
の
可
能
性
は
著
L

f
増
大
し
、
こ
の
こ
と
が
封
建
的
抑
匿
の
銃
い
強
ル
加
を
仲
う
。
農
民
戦
守

目
、
主
る
抑
匿
に
反
針
す
る
「
被
監
護
菅
野
の
最
高
白
岡
崎
寸
形
芭

で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
は
ロ
シ
ア
川
町
農
民
職
手
に
つ
い
て
、
「
農
民
の
土
地

へ
の
最
も
苛
酷
な
緊
縛
」
と
、
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
封
建
的
抑
墜
が
ス
テ

o
c
p
c
c
 

バ
シ
・
ラ
ー
ジ
シ
の
蜂
起
に
先
行
し
た
と
数
え
つ
つ
、
「
土
地
所
有
者

。
。
。
。
。
。
。

と
時
計
働
者
白
聞
の
諮
関
係
」
を
フ
1
ジ
y
m蜂
起
の
主
要
な
原
因
の
一
っ

と
し
て
区
別
し
た
。
彼
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
三
七
世
記
の
す
べ
て
の
宇

能
ス
テ
メ
ン
・
ラ
ー
ジ
シ
の
時
代
の
準
備
で
か
引
か
」
。
爵
山
聞
の
如
く

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
一
五
二
五
年
心
ド
イ
ツ
農
民
散
争
は
プ
ル
ジ
ョ
ア
社
舎

が
や
っ
と
誕
生
し
た
ば
か
り
の
近
埜
初
頭
に
盛
生
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
一

八
四
λ
年
の
メ
ル
ジ
ョ
ア
平
命
の
先
腿
者
で
あ
る
、
と
考
え
た
白
「
封
建
制

の
陵
止
は
、
積
極
的
に
表
現
す
れ
ば
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
扶
抽
出
の
樹
立
と
い
う

〈世

2
〕

こ
と
で
あ
る
己
郎
ち
、
エ
シ
ゲ
ル
ス
は
「
農
民
戦
争
の
客
間
的
傾
向
」

を
考
慮
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
察
し
た
後
に
、
レ
ぜ
ι
ヂ
ェ
プ

け
次
の
如
く
規
定
す
る
。
ー
ー

弓
長
民
戦
苧
」
と
い
ろ
各
稽
は
、
領
、
一
E
l
土
地
扇
町
有
者
た
ち
に
反
射
す

Z
農
民
暦
の
匝
汎
な
市
民
戦
争
の
こ
と
を
い
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
か
か
る
底
汎
な
農
民
戦
争
に
お
い
て
は
、
村
落
共
同
帥
臨
む
孤
常
性
・

個
々
の
農
民
動
揺
の
局
地
的
性
格
・
が
克
服
さ
れ
う
る
D

即
ち
、
農
民
層

『
一
七

l
一
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
農
民

詩
混
動
の
怯
絡
に
闘
ず
る
問
題
に
よ
せ
て
』

は
す
ベ
て
の
地
主

1
土
地
所
有
者
階
級
に
反
劃
し
て
行
動
す
る
。
L

(設
1

よ
)
『
マ
ヲ

F
1
ヤ
・
〆
ゲ
ア
ル
デ
イ
ヤ
』
諒
一
九
二
六
年

第
一
銃
一

O
七

一

C
九
頁
ψ

マ
ル
ク
ス
は
『
安
本
論
』
博
一
一
一
巻

町
土
地
所
有
諮
問
倖
の
資
料
正
L
て
、
ロ

ν
ア
の
農
民
職
手
の
歴
史

を
調
査
し
た
@
『
ス
テ
ン
ヵ
・
ラ
ー
ジ
ン
の
一
按
』
と
越
す
る
エ

ヌ
・
コ
ス
ト
マ
ロ
ア
の
前
丈
に
づ
い
て
の
マ
ル
ク
一
ス
の
詳
細
な
概
要

は
、
一
九
二
六
年
目
始
め
て
獲
表
さ
れ
た
。

(設

2
)

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
農
民
戦
串
』
邦
露
国
民
丈
庫

阪
一
一
一
頁
。

こ
の
「
農
民
験
争
」
と
い
う
術
語
は
、
上
越
の
意
味
に
お
い
て
、
封
建

1
農
奴
制
的
な
ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ
甘

l
一
入
世
記
の
反
封
建
的
農
民
運

動
に
泊
用
し
う
る
。
ロ
シ
ア
の
農
民
職
争
に
主
い
て
は
ド
イ
ツ
と
具
っ
て
、

領
主
た
ち
と
の
妥
協
は
且
型
的
と
み
な
寸
こ
と
は
で
き
な
い
で
、
宗
教
的

色
彩
で
は
な
く
ヲ

y
l
リ
ス
ト
的
傾
向
を
帯
び
て
い
た
。
更
に
、

y
ア
1

E
I
P
4
4
 

の
政
府
の
抑
墜
に
反
罰
す
る
非
ロ
シ
ア
諸
民
族
般
の
行
動
と
、
封
建
的
抑

匿
に
反
劃
す
る
問
事
の
複
離
な
絡
み
合
い
が
、

EJ
ア
の
農
民
戦
容
の
特

質
で
あ
っ
た
、
と
レ
ピ
エ
ナ
ェ
フ
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
商
品
生
産
の
比
重
の
培
大
と
と
も
に
、
被
搾
収
穴
ー
隷

が
商
品
生
産
に
引
3F
入
れ
ら
わ
る
度
一
自
民
従
っ
て
、

P

シ
ア
に
お
い
て

志
、
諮
義
務
負
携
の
担
否
・
農
民
と
奴
僕
の
逃
亡
・
窃
盗
・
「
強
盗
」
・
領

主
の
殺
害
・
の
如
曾
階
絞
闘
悼
す
の
最
初
の
形
態
よ
り
反
封
建
的
農
民
験
仔

に
進
化
す
る
・
農
民
間
出
の
側
か
ら
の
・
経
済
的
日
立
の
た
め
の
闘
争
が
宣

第
七
十
五
笹

ブμ

/、

第

按



『
一
七

l
一
八
世
記
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
良
民

諾
運
動
の
怯
摘
に
闘
す
る
問
題
に
上
せ
て
』

要
な
意
義
を
持
っ
て
く
る
。
か
く
し
て
、
農
民
行
動
の
強
さ
は
、
農
民
搾

環
・
農
民
が
商
品
1
貨
幣
的
諮
関
係
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
ζ

と
・
む
度
合

に
依
存
し
た
り
で
あ
る
が
、
封
建
l
農
奴
制
的
ロ
シ
ア
に
あ
っ
て
は
、
す

ベ
て
の
農
奴
的
農
民
は
、
首
時
で
は
特
別
の
身
分
で
も
あ
っ
た
特
躍
的
土

地
所
有
者
階
紋
に
濁
し
で
闘
っ
た
。
腐
朽
L
始
め
つ
つ
あ
っ
た
封
建
的
土

台
を
ぐ
ら
つ
か
せ
つ
つ
、
農
民
高
峰
起
は
ロ

y
ア
府
賓
本
主
義
の
軌
道
の

上
に
よ
り
愈
謹
に
設
置
す
る
こ
と
を
、
客
観
的
に
は
助
瓜
し
た
。
村
ん
が
、

ロ
シ
ア
町
農
民
諸
般
争
の
祉
曾
的
性
絡
を
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、

「
小
引
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
正
規
定
し
て
は
な
ら
な
い
c

商
品
生
産
は
資
本
主

義
的
生
産
と
同
一
視
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
農
民
管
内
部
に
お
ゆ
り
邑
社

合
的
分
化
は
、
農
業
プ
ル
ぃ
ン
ョ
ア
ジ
ー
と
農
業
プ
P

レ
タ
リ
ア

1
ト
へ
の

農
民
階
級
の
分
解
が
生
じ
た
農
奴
制
陸
止
の
後
に
の
み
生
じ
土
。
で
は
、

農
民
験
争
の
客
観
的
意
義
ば
ど
こ
に
存
す
る
の
か
。
レ
ピ
ェ
ヂ
ェ
フ
ヨ
択

の
如
〈
述
ベ
て
い
る
。
ー
ー

「
ラ
ー
ジ
ン
、
プ
芳
チ
ョ
フ
、
そ
の
他
の
諸
蜂
起
の
基
本
的
推
進
力

は
、
弐
第
に
商
品
生
産
者
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
農
民
た
ち
で
あ
る
。
疑
い

も
な
く
、
諸
蜂
起
に
宍
品
加
す
る
に
際
し
て
は
、
彼
等
は
た
だ
封
建
的
搾
取

に
反
劃
す
る
た
め
、
土
地
の
た
め
に
の
み
闘
っ
h

い
の
で
は
な
く
、
主
澗
間
的

に
は
と
の
こ
と
を
意
識
し
て
は
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
等
は
小
生

産
と
涜
遇
。
自
由
な
袈
畏
の
途
の
た
め
に
も
闘
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
商
品

生
蓮
と
涜
遁
の
増
大
の
諸
傑
件
に
お
い
て
は
、
ど
の
こ
と
は
、
商
品
生
産

震
度
の
た
め
の
問
手
を
窮
極
的
に
は
意
味
し
た
。
」

第
七
十
五
巻

O 

盟三

鵠

/、
四

即
ち
、
農
民
戦
守
の
客
閥
的
意
義
は
、
つ
封
建
的
束
縛
か
ら
自
由
な
・

小
中
一
産
者
た
ち
の
褒
展
白
・
迭
の
た
め
の
問
事
」
に
恥
っ
た
。
「
白
岡
管
農

民
の
自
由
な
所
有
は
1
ー
と
マ
ル
グ
ス
は
書
い
た
|

l
明

ら

か

に

小

経
笹
む
た
め
の
土
地
所
有
の
最
も
正
常
的
な
形
態
で
あ
る
。
そ

〈謹
3
)

れ
は
農
業
そ
の
も
の
の
箆
民
の
た
め
に
は
、
必
要
な
一
通
温
矧
で
あ
る
。
L

(詑

3
)

『
資
本
論
』
第
一
ニ
巻
邦
議
青
私
文
庇
版
第
一
三
分
加

一
三
大
頁
。
ち
な
み
に
、
レ
1
-
一
ン
は
べ
第
一
次
ロ
シ
ア
草
A
W
に

お
け
る
祉
官
民
主
誕
の
農
業
綱
領
』
り
第
二
章
の
註
の
中
で
、
マ
ル

ク
ス
の
と
の
A
W
題
を
衣
の
如
〈
具
値
化
し
て
い
る
。
「
乙
こ
か
ら
で

て
く
る
と
と
は
、
自
由
な
農
詩
的
耕
咋
の
完
全
庁
勝
利
は
首
相
有
を
要

求
で
言
る
と
い
う
乙
と
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
現
京
の
小
耕
作
は
自
由

で
は
た
い
。
自
由
な
小
耕
作
を
ヲ
〈
り
だ
す
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

形
。
封
匙
的
土
地
所
有
が
崩
壊
し
、
移
住
が
自
由
に
な
る
必
要
が
あ

る
。
」
(
邦
課
朝
野
勉
『
レ
l
=
シ
良
識
問
題
』
一
一
一

O
ニー
i
一ニ

O
一

ニ

頁

)

¥

農
民
暦
の
平
常
の
分
散
性
が
破
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
憐
ギ
は

封
建
的
封
鎖
性
を
破
壊
し
て
商
品
生
産
を
鼓
畏
き
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
産
話
力
の
よ
り
一
層
の
護
展
と
、
新

L
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
遁
闘

の
出
現
に
途
を
事
M
C
清
め
る
諾
前
提
を
成
熱
さ
せ
た
。
こ
の
分
散
性
の
克

服
に
大
き
な
佼
剖
を
演
じ
た
む
は
、
カ
ザ
ヅ
グ
・
平
民
的
意
分
子
・
主
童

保
理
容
わ
れ
た
者
・
で
あ
り
、
プ
ガ
チ
ヨ
フ
の
蜂
起
で
は
|
会
働

者
(
未
来
の
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
)
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
だ
が
、



《註
4
)

こ
れ
ら
の
蜂
起
は
ス
タ
l

u
ン
が
特
徴
づ
け
て
い
る
如
く
、
「
自
然
授
生

的
」
在
性
格
世
帯
び
て
非
組
織
的
で
あ
り
、
「
集
中
し
た
国
民
的
行
動
」

(
エ
シ
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』
邦
謬
閣
民
文
庫
肢
一
四

七
貝
)
を
な
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
決
定
的
に
は
官
時
の
生

産
様
式
の
所
震
で
あ
る
封
建
的
分
裂
吠
態
に
影
響
さ
れ
た
。
蜂
起
者
た
ち

の
も
と
に
は
努
働
者
陥
絞
り
如
き
草
命
的
指
導
者
が
常
時
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
L
、
ま
た
存
在
し
得
な
か
っ

h
h
」
と
の
中
に
、
農
民
戦
守
敗
北
白

基
本
的
は
因
が
あ
る
。

(註
4
4
)

「
ス
タ
1

9
シ
全
集
』
卸
一
三
谷
邦
課
大
月
香
陪
版

一
一
ニ
二
頁
を
参
照
。

か
く
し
て
、
農
民
職
争
敗
北
の
原
閃
を
、
封
建
闘
家
C
武
力
・
法
・
数

曾
・
め
如
き
上
部
構
造
的
諸
現
象
の
作
用
の
中
に
求
め
る
の
は
一

ιし
く
た

い
。
封
建
的
支
配
階
級
は
、
樫
済
的
に
支
配
し
て
い
る
と
い
う
理
山
に
よ

っ
て
、
被
搾
限
農
民
間
間
を
統
治
し
て
い
る
。
上
部
得
訟
の
助
け
を
か
り

で
、
こ
の
支
国
は
た
だ
常
国
他
さ
れ
、
維
持
さ
れ
る
。
だ
が
、
人
民
路
運

動
の
箆
生
と
鋸
匪
に
際
し
て
上
部
構
造
が
演
じ
た
現
質
的
役
割
は

E
Lく

許
回
す
べ
き
で
あ
る
u

封
建
図
家
の
機
揺
の
弱
世
伯
等
々
は
、
地
方
的
人

民
需
蜂
起
が
反
封
建
的
畏
民
職
与
に
準
化
す
る
こ
と
を
管
室
ら
し
め
た

軍
要
な
要
因
で
あ
っ
て
、
極
小
評
債
は
で
き
な
い
c

即
ち
、
階
級
闘
争
の

内
国
的
蒸
礎

1
経
済
的
土
台
と
、
列
部
的
保
件
U
M
上
部
橋
治
の
正
し
い
位

置
づ
け
。
そ
し
て
、
極
端
間
的
土
台
の
型
化
を
規
定
す
る
生
産
尋
問
力
と
生
産

諸
関
慌
の
状
態
の
具
世
的
l
歴
史
的
な
牙
析
。
こ
の
史
的
唯
物
論
の
基
本

「
一
七
一
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
に
お
り
る
農
民

諾
運
動
の
性
格
に
閲
す
る
問
題
に
よ
せ
て
』

的
見
地
の
正
し
い
再
認
識
を
レ
ピ
品
チ
ェ
プ
悶
弧
調
L
、
要
求
し
て
い

る
ロ
弐
に
彼
の
分
析
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

一
六
世
記
後
半
期
に
n
シ
ア
園
家
の
経
済
に
重
要
な
諸
出
型
化
が
生
じ

た
。
商
品
生
産
と
交
回
却
の
増
大
・
「
全
ロ
シ
ア
的
市
場
」
の
萌
芽
の
捲

E
L
7
2
f
1
7
r
z
ハ
ジ
マ
イ

2
5

生
・
に
釘
躍
し
て
、
封
建
的
な
荘
園
1
領

地

的

経

済

の

宵

編

成

が
行
わ
れ
る
ロ
大
領
主
む
荘
園
湿
潤
と
中
小
領
主
の
領
地
極
関
で
は
、
封

建
地
代
の
形
態
で
農
民
b
ち
受
け
取
ら
れ
る
物
魔
的
資
宣
品
の
量
を
培
大

L
て
、
農
民
労
働
の
地
q
h
?り
一
多
大
の
致
果
を
引
き
出
す
諸
目
的
で
、
封

建
的
諮
義
務
の
性
格
を
同
由
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
凡
受
ら
れ
る
。
領

主
た
も
の
土
地
所
有
の
捜
大
と
農
民
た
も
の
農
奴
的
隷
周
の
強
化
は
、
ロ

シ
ア
の
北
部
諸
地
方
に
お
い
て
の
み
維
持
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ユ
鳥
肌
荷
役

タ

ν
宅
チ
ャ
ン
ス

T
ェ

f
t

あ
る
同
白
農
民
の
土
地
」
む
蹴
小
と
殆
ん
E
完
全
な
消
波
の
結
果
と
し
て

生
じ
士
。
こ
れ
と
併
行
し
て
、
所
領
地
自
身
の
内
部
に
お
い
て
は
領
主

ザ
ー
シ
ー
お

i'lhy泊
三

7

鰹
皆
が
増
大
し
た
。
こ
の
之
、
と
は
、
商
品
生
産
の
増
大
と
、
「
直
借
地
の

蹟
大
・
穀
物
生
差
高
の
培
大
・
に
劃
す
る
土
地
所
有
者
の
利
害
関
芭

(r
レ
コ
フ
『
ロ
シ
ア
の
農
奴
制
の
歴
史
に
お
け
る
最
も
主
要
な
諸
段

階
』
)
を
つ
く
り
だ
す
圏
内
市
場
の
増
大
に
つ
い
て
読
明
L
士
。
農
民
の

集
国
的
逃
亡
は
こ
の
よ
P

つ
な
事
情
か
ら
生
巳
た
。
生
産
諸
力
と
生
産
諸
関

係
の
こ
り
よ
う
な
設
展
に
規
定
さ
れ
た
経
済
的
土
台
の
重
要
た
鑓
化
に
針

隠
し
て
、
封
建
的
支
国
者
た
ち
は
経
済
外
強
制
そ
強
化
し
、
そ
の
助
け
に

よ
っ
て
封
建
的
土
地
所
有
の
規
模
の
埼
強
ル
」
助
成
し
て
、
彼
等
の
経
済
的

基
礎
を
強
め
よ
う
と
す
る
。
一
王
八
一
年
、
一
五
九
八
年
の
、
農
民
を
土
地

第
七
十
五
巷

事

按

六
五



『
一
台
一
八
世
相
の
ロ
シ
ア
に
和
け
る
農
民

諾
運
動
の
性
格
に
附
す
る
問
題
に
よ
せ
て
L

へ
緊
縛
す
る
緒
方
策
の
食
施
は
、
農
奴
制
の
法
律
的
形
成
の
始
ま
り
を
決

し
た
c

こ
の
農
奴
制
の
強
伯

1
封
建
反
到
に
封
L
C
は
、
地
づ
一
六

O
七

年
に
ボ
ロ
J

一
一
コ
フ
の
蜂
起
が
援
生
す
る
。
外
図
の
干
批
肢
と
圏
内
蹴
胤
・

農
奴
主
陣
笹
内
部
の
矛
盾
等
々
は
、
蜂
起
の
規
模
と
威
力
を
助
成
し
た
。

こ
の
蜂
起
は
巾
央
集
擢
化
・
個
々
の
領
地
の
封
鎖
性
の
弱
化
・
を
助
成

し
、
一
七
世
記
に
ば
「
全
ロ
シ
ア
的
市
場
」
が
弐
第
に
援
生
す
る
。
こ
れ

に
針
し
し
、
一
六
四
九
年
の
ソ
ボ
ー
ル
ノ
エ
・
ウ
ロ
ジ
ェ

1

ニ
エ
は
農
奴

制
を
法
制
他
し
、
か
く
し
て
農
奴
制
の
経
済
的
土
台
は
、
市
場
関
係
に
よ

4

1

vベ
ム
F
J
孟
ゼ
ム
り
ヱ
プ
ヲ
ヂ
ヨ

γ

り
誼
臨
し
た
封
建
的
土
地
所
有
形
胎

1
地
主
貴
族
的
土
地
所
有
の
、
こ
の

市
J
X
1
u
A

チ
エ

法
認
に
よ
わ
れ
強
化
さ
れ
た
。
一
七
世
紀
後
半
矧
に
d
、
領
地
(
知
行
)

の
相
績
・
牡
裂
地
ー
に
し
て
領
地
(
知
行
)
を
下
賜
す
る
こ
と
・
が
鹿
汎
化

L
、
摘
民
が
張
佑
さ
れ
亡
、
封
建
的
土
地
所
有
の
創
棋
の
-
般
的
増
強
が

生
じ
る
。
こ
の
よ
ろ
な
封
建
的
土
地
所
右
者
階
級
の
緑
樹
的
基
礎
の
制
服

の
上
に
立
っ
た
農
民
搾
取
し
ζ

犀
制
の
強
化
は
、
農
民
府
の
峨
性
(
一
六
七

0
1
一
六
七
一
年
の
コ
ノ
l
ジ
ン
の
蜂
起
の
鎖
隔
世
)
に
お
い
て
、
地
士
山
と
商

人
の
民
族
国
家

1
4
ヨ
1
ト
ル
絶
釘
主
義
を
成
立
さ
せ
た
二
六
七
二

年
)

G

ほ
ぼ
一
八
附
紀
後
ヰ
期
よ
り
農
奴
制
的
締
掛
倣
嗣
は
解
睦
期
に
入

J
H

シ
セ
l
テ

ιr

り
、
「
月
挽
い
制
L

ヘ
農
民
は
移
行
し
、
荘
園
マ
ニ
ユ
と
併
符
L
亡
商
人

マ
一
ユ
と
農
民
マ
ニ
ユ
が
謹
医
す
る
。
か
か
る
時
代
を
反
映
L
て
、
プ
ガ

チ
ョ
フ
の
蜂
起
こ
七
七
五
年
)
は
、
先
行
す
る
諸
蜂
起
よ
り
も
際
立
っ

た
組
織
怯
を
も
っ
て
悶
っ
た
。

(
一
九
五
問
・
一
一
・
一
一
七
)




